
複合容器技術基準分科会の書面投票 

平成 24 年 8 月 28 日 

ＪＰＥＣ自動車・新燃料部 

圧縮水素運送自動車用容器の技術基準(案)に関する「水素純度規定」について 

 

平成 24 年 6 月 27 日に開催した「第１回水素インフラ規格基準委員会」（複合容器技術基準分科会の上部委員会）にて、本技術基準(案)について審議を受け、

その中で、第７条(容器検査)第 10 項(１)の水素純度を、現行 99.99%から 99.97%へ修正する提案を受けました。これに伴い、１．項に記載のとおりに各委員か

ら E メールや個別打ち合わせでご意見を頂いた。各位のご意見について JPEC にて再検討し、２．項の記載内容のとおり事務局より再提案させていただきます。

つきましては、書面投票にて、ご審議いただきたくお諮りいたしますので、再提案について「賛成」、「コメント付賛成」または「反対」の投票をお願いいたし

ます。また、「コメント付賛成」又は「反対」の場合はコメント又は反対理由を付して頂きます様お願いいたします。 

記 

１．水素純度の規定を 99.97%に修正する提案について 

（１） JPEC からの説明概要 

ISO/TC197/WG12 の水素燃料仕様(最終国際規格案 ISO/FDIS 14687-2 Hydrogen fuel-production specification-Part2:Proton exchange membrane fuel 

cell applications for road vehicles)によると、水素ガス純度の規程が 99.97%となっており、本技術基準の第７条(容器検査）第 10 項(１)の水素純度

の規定もこれに従い 99.97%に修正することを提案した。 

（２）複合容器技術基準分科会委員からの意見と、それに対する JPEC 見解 

 複合容器技術基準分科会委員からの意見 JPEC 見解 

１ ISO に従うスタンスとして賛同する。 拝承 

２ ISO/FDIS 14687-2 による 99.97%の提案内容では、他の成分が容器に有

害な影響を与えないという説明がないので了承できない。現状の

99.99%で運用実績があるのでそれを継承することを提案する。また、

ISO/FDIS 14687-2はまだ投票段階なので、それが採決されてから99.97%

に変更することを検討するのが適切である。 

ISO/FDIS 14687-2 の 99.97%と、ISO/TS 14687-2 の 99.99%との比較によるガス

成分の違いは、Heが 300μmol/mol なおかつ Total non-hydrogen gases が 300

μmol/mol となっている。化学的に安定な He の許容値を 300μmol/mol に上げ

ている内容であり、容器に有害となる変更ではないと考えられる。また、

ISO/FDIS 14687-2 が採決されてから 99.97%へ変更することについては拝承。 

３ ISO/FDIS 14687-2 はまだ投票段階なのに、99.97%に変更するのは時期

尚早と考えられる。 

今後、ISO/FDIS 14687-2 が採決され ISO/IS 14687-2 として水素純度 99.97%と

規定された段階で、参考規定改定に基づく改定として本技術基準も改定する。 

４ 本技術基準の第 7条(容器検査)第 10 項の法規体系のからは容器検査に

係わる規定であり、充填すべき水素について規定する位置づけになって

いないのではないか？ 

充填する水素ガスの使用形態の観点から、本技術基準で規定して問題ない。こ

の観点から、充填する水素ガスの純度を規定するものとして踏襲する。 

 



２． 意見集約及びＪＰＥＣ見解を踏まえた再提案 

（１）再提案の内容 

第 7条(容器検査)第 10 項(１)の現行規定を継承する。 

「容器に充填する水素ガスは、純度 99.99%以上であること。この場合、容器に有害となる量の水分、硫黄分及び炭化水素は含まないこと。また、付臭剤は 

使用しないこと。」 

 

（２）再提案の追加説明 

ISO/TC197/WG12 の水素燃料仕様(最終国際規格案 ISO/FDIS 14687-2)で、水素純度を 99.97%としており、そのガス成分はヘリウムが 300μmol/mol、かつ

Total non-hydrogen gases が 300μmol/mol となっている。化学的に安定な He の許容値を 300μmol/mol に上げている内容であり、容器に有害となる変更で

はないと考え ISO/FDIS 14687-2 に従い 99.97%とする案も検討したが、ISO/FDIS 14687-2 は投票段階でありまだ ISO として採決さていないので、現行基準に

より運用実績のある水素純度 99.99%の規定を継承する。なお、今後、ISO/FDIS 14687-2 が採決され ISO/IS 14687-2 として水素純度 99.97%と規定され段階

で、本技術基準もその内容に従い検討し改定することとする。よって、現段階では、変更しないこととする。 

                                                                          

                                                                        

                                                                          

                                                                          

                                                                          

    

                                                                          

                                                                          

                                                                          

                                                                          

                                                                          

                                                                          

                                                                          

                                                                          

                                                                          

                                                                          

                                                                          

                                                                     

以上  



 

参考 

 

①ＩＳＯ国際標準文書種類 

  ＰＡＳ （Publicly Available Specification） 公開仕様書 

  ＴＳ  （Technical Available Specification）技術仕様書 

  ＴＲ  （Technical Report）                 技術報告書 

  ＩＳ  （International Standard）           国際規格 

 

②国際標準・規格の開発手順 

  ・ＰＷＩ  （preliminary Work Item）       予備業務項目 

  ・ＮＷＩＰ （New Work Item Proposal）         新業務項目提案 

  ・ＷＤ   （Working Draft）           ＷＧ原案（作業原案） 

  ・ＣＤ   （Committee Draft）          委員会原案 

  ・ＤＩＳ  （Draft International Standard）   国際規格原案 

  ・ＦＤＩＳ （Final Draft International Standard）最終国際規格原案 

  ・ＩＳ   （International Standard）      国際規格 

 

③ISO/FDIS 14687-2 の現状 

  ・現在、ISO において、FDIS として登録され、まもなく、IS としての投票が始まる。 

  ・通常 FDIS 登録から２ヶ月で投票を終え、IS として発行される。 

 


